
◎
工
藤
委
員
長
の
訴
え

「
組
合
員
の
み
な
さ
ん
。

１
０
月
３
１
日(

日)

投
開

票
が
行
わ
れ
る
衆
議
院
選

挙
に
つ
い
て
訴
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
政
権
を

変
え
る
絶
好
の
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。

自
公
政
権
に
よ
っ
て
貧

困
と
格
差
が
進
み
ま
し
た
。

建
設
業
界
で
言
え
ば
、
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
大
企
業
は
過
去
最
高

の
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。

自
民
党
の
経
済
政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
は
、

大
企
業
が
利
益
を
上
げ
れ

ば
下
請
、
労
働
者
に
還
元

さ
れ
み
ん
な
が
豊
か
に
な

る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
は
ま
っ
た
く
還
元

さ
れ
ず
労
働
者
国
民
は
苦

し
く
な
る
一
方
で
す
。

今
回
野
党
は
共
通
政
策
と

し
て
消
費
税
の
５
％
減
税

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

い
ま
組
合
員
の
最
も
切
実

な
要
求
だ
と
思
い
ま
す
。

売
上
が
一
千
万
円
を
少
し

超
え
た
だ
け
で
数
十
万
円

も
の
税
金
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
多
く
の

仲
間
が
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
２
年
後
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
一
千
万
円
以
下

で
も
消
費
税
申
告
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
り

ま
す
。
『
消
費
税
を
５

％
に
戻
す
』
こ
の
一
点

だ
け
で
も
政
権
を
変
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
選
挙

に
行
っ
て
怒
り
を
示
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
。

２０２１年１０月２５日 Ｎｏ２３９
◎
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
安
倍
政
権
時
森
友
学
園
問
題
に
関
連
し
て
公
文
書
偽
造
に
関
与
さ
せ
ら
れ
た
近
畿
財
務
局
職
員
の
自
死
。
政
府
に
再
調
査
さ
せ
て
責
任
を
徹
底
追
及
さ
せ
る
た
め
に
も
「
政
権
交
代
！
」
「
選
挙
に
行
こ
う
！
」
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◎ 「いのちと生業を守るコロナ対策」「全国一律最低賃金制」「消費税5％減税」「気候危機対策」政権交代で実現を！

◎
日
時

十
一
月
十
四
日

午
前
九
時
半
〜

◎
場
所

佐
野
市
あ
く
と

プ
ラ
ザ

昨
年
に
続
き
今
年
も
県

本
部
・
ダ
ン
プ
支
部
の
定

期
大
会
は
、
感
染
対
策
上

人
数
制
限
を
行
な
い
開
催

し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

十
一
月
五
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
ダ
ン
プ
支
部
運
動
方
針

特
徴
点

【
建
設
残
土
問
題
】

・
法
律
に
よ
る
元
請
責
任

の
明
確
化
、
処
分
費
の

適
正
化

・
関
係
行
政
、
業
界
に
よ

る
適
正
な
処
分
場
の
確

保
、
管
理
の
徹
底

・
国
交
省
が
導
入
す
る
追

跡
シ
ス
テ
ム
「
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
実
態

を
踏
ま
え
た
実
用
化
。

【
イ
ン
ボ
イ
ス
問
題
】

今
年
１
０
月
か
ら
登
録

が
始
ま
っ
た
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ

い
て
、
学
習
会
な
ど
を

開
催
し
問
題
点
を
周
知

す
る
と
と
も
に
制
度
の

中
止
を
求
め
る
。

【
組
織
拡
大
】

・
６
０
０
人
台
の
回
復
を

め
ざ
し
組
合
員
に
よ
る

紹
介
活
動
を
強
め
る
。

・
建
設
職
人
、
軽
貨
物
個

人
事
業
者
対
象
者
に
資

料
送
付
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
宣
伝
強
化
。

・
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
。

【私たちの要求実現と野党共闘を求めます】

１．憲法9条改憲に反対し、憲法の理念を社会のすみ
ずみにいきわたらせること。
２．コロナパンデミックが終息するまで、生活、雇
用、生業を守るため、雇用調整助成金や雇用保険、
持続化給付金など国民本位のコロナ対策を拡充し
継続すること。
３．貧困と格差を解消するため、最低賃金の全国一
律制度を創設し、時給1,500円をめざすこと。その
ために必要な中小企業支援策を充実すること。消
費税を5%に減税しインボイス制度は廃止すること。
４．働くルールの確立、非正規雇用をなくし、正規
雇用があたり前の社会にすること。
５．原発ゼロ基本法を制定し、再生可能エネルギー
への転換を図ること。
６．軍事費を削減し、コロナ対策にまわすこと。辺
野古の新基地建設を中止すること。日米地位協定
を抜本的に改定すること。核兵器禁止条約を直ち
に批准すること。
７. 医療・公衆衛生体制を国の責任で拡充し、年金

や医療、介護、福祉などの社会保障制度を改善す
ること。
８．自動車運転者の改善基準告示を、「過労死認定
基準」などとの関連から抜本的に改正し、拘束時
間の大幅短縮、休息期間の延長などを定めるとと
もに法制化してその実効確保を図ること。
９．学童保育予算を正規・複数配置の人件費など大
幅に増額すること。また施設基準を明確にし専用
施設を建設できるように施設整備費の増額と拡大
をはかること。
10. 9年連続で引き上げられた公共工事設計労務単価
が、現場で働く建設・ダンプなどの各労働者・個
人請負就労者に支払われるようにすること。
11．コロナ禍で急増している生活困窮者に対する緊
急雇用対策を実施すること。また、生活困窮者自
立支援制度にもとづく就労訓練事業の認定団体に
対して「優先発注、就労対策、適正賃金」を確保
すること。
12. トンネルじん肺被災者に対する救済法を早急に
確立すること。また、全てのトンネル工事で安全
対策の強化と8時間労働制を受注業者に徹底するこ

市民・野党が共闘し12万人が参加した2015年安保法制反対国会デモ

10月13日、大澤さん齋川さんによる会計監査の様子



８
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
感

染
者
急
増
の
な
か
で
、
組

合
員
か
ら
も
複
数
の
感
染

者
が
発
生
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場

合
、
無
症
状
で
あ
っ
て
も

保
健
所
の
指
示
に
よ
り
一

定
期
間
仕
事
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

個
人
事
業
主
と
し
て
働

く
場
合
、
経
済
的
に
も
厳

し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

ま
す
。

☆

☆

☆

☆

感
染
し
た
組
合
員
山
田

さ
ん(

仮
名)

は
、
味
覚
障

害
が
あ
る
程
度
で
し
た
が
、

約
２
週
間
仕
事
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ほ
と
ん
ど
人
と
接
触
し

な
い
仕
事
だ
し
、
体
調
も

そ
ん
な
に
悪
く
な
か
っ
た

か
ら
仕
事
に
行
き
た
か
っ

た
。
収
入
が
な
い
ん
だ
か

ら
生
活
の
心
配
で
療
養
な

ん
か
し
て
ら
れ
な
か
っ
た
」

山
田
さ
ん
は
昨
年
市
の

国
保
か
ら
組
合
の
建
設
国

保
に
切
り
替
え
て
い
ま
し

た
。☆

☆

☆

☆

建
設
国
保
の
場
合
、
コ

ロ
ナ
感
染
者
に
つ
い
て
は
、

入
院
し
な
く
て
も
仕
事
が

で
き
な
か
っ
た
期
間
「
傷

病
手
当
金
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
。(

１
日
５
千
円
４

０
日
限
度)

市
の
国
保
で
も
コ
ロ
ナ

感
染
者
の
場
合
入
院
し
な

く
て
も
傷
病
手
当
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が

「
個
人
事
業
者
」
は
対
象

外
な
の
で
す
。

山
田
さ
ん
に
は
約
６
万

円
傷
病
手
当
金
が
支
給
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山
田
さ
ん

「
市
の
国
保
税
が
高
い
か

ら
去
年
組
合
に
切
り
替
え

た
ん
だ
け
ど
ま
さ
か
手
当

金
が
で
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
助
か
っ
た
よ
」
。

建
設
国
保
加
入
者
は
年
々

増
え
現
在
１
０
６
人
に
な
っ

い
ま
す
。

【
組
合
掲
示
板
】

◎
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
一
〇
月
か
ら
各
地
で

一
斉
に
税
務
調
査
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
税
務
署
員
は

連
絡
な
し
に
突
然
自
宅
に

来
ま
す
。

【
調
査
対
応
の
基
本
】

①
調
査
日
時
は
こ
ち
ら
の

都
合
に
合
わ
せ
さ
せ
る
。

②
調
査
理
由
、
内
容(

範

囲)

を
確
認
す
る
。

③
税
務
署
員
が
納
税
者
の

承
諾
な
し
に
自
宅
等
に

進
入
す
る
こ
と
、
引
き

出
し
を
あ
け
た
り
す
る

の
は
違
法
。

④
取
引
先
、
銀
行
へ
の
調

査
は
信
用
に
か
か
わ
る

た
め
基
本
断
る
。

⑤
安
易
に
押
印
し
な
い
。

⑥
組
合
に
連
絡
す
る
。

◎
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度(

適

格
請
求
書
等
保
存
方
式)

の
実
施(

２
０
２
３
年
１

０
月
１
日)

に
向
け
て
、

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き

る
事
業
所
登
録
が
１
０
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
消
費
税
の

免
税
事
業
者
を
廃
業
に
追

い
込
む
な
ど
重
大
な
問
題

を
含
ん
で
い
ま
す
。

登
録
申
請
を
急
ぐ
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
２
３
年
３

月
末
が
登
録
申
請
期
限
な

の
で
２
３
年
に
な
っ
て
か

ら
の
検
討
で
も
十
分
間
に

合
い
ま
す
。
中
止
に
さ
せ

る
運
動
が
必
要
で
す
。

◎ 「Ｄａｐｐｉ」報道しないマスコミの選挙報道って・・アホか！ ２０２１年１０月２５日 Ｎｏ２３９◎
「
燃
料
が
上
が
っ
て
選
挙
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
い
う
組
合
員
の
悲
鳴
が
。
燃
料
高
騰
に
苦
し
む
業
界
へ
の
支
援
も
政
治
の
重
要
な
役
割
で
す
。
安
倍
・
菅
政
権
の
経
済
政
策
を
継
承
す
る
岸
田
政
権
で
は
ま
っ
た
く
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

◎ 足尾銅山と言えば佐野市出身の偉人田中正造「真の文明は、山を荒らさず、川を荒らさず、村を破らず、人を殺さざるべし」現代への警鐘です。

２
０
１
９
年
１
０
月
１

２
日
、
台
風
１
９
号
に
よ
っ

て
栃
木
県
内
で
も
広
範
囲

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

佐
野
市
内
を
流
れ
る
秋

山
川
、
旗
川
も
氾
濫
し
組

合
員
も
床
上
浸
水
等
被
災

し
ま
し
た
。

復
旧
支
援
活
動
を
通
し

て
佐
野
市
内
で
は
有
志
が

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
さ
の
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
」
を

結
成
、
組
合
員
も
参
加
し

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

☆

☆

☆

☆

気
候
危
機
の
い
ま
、
被

害
を
拡
大
さ
せ
な
い
日
常

の
取
り
組
み
も
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
「
流
域

治
水
」
と
呼
ば
れ
る
取
組

み
で
す
。
国
や
県
な
ど
河

川
管
理
者
だ
け
に
治
水
対

策
を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

住
民
を
含
め
多
く
の
関
係

者
が
協
働
し
水
害
を
軽
減

さ
せ
る
治
水
対
策
で
す
。

☆

☆

☆

☆

１
０
月
１
７
日
、
小
雨

降
る
肌
寒
い
日
曜
日
、
佐

野
市
内
住
宅
地
で
の
側
溝

泥
出
し
作
業
を
住
民
１
０

名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
名

で
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
も
昔
は
住
民

が
自
主
的
に
側
溝
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
住
民
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
こ
こ
数
年
は
実
施
で
き

な
く
な
り
、
大
雨
の
た
び

に
水
が
あ
ふ
れ
床
下
ま
で

浸
水
す
る
こ
と
が
増
え
て

い
ま
し
た
。

今
回
約
７
０
ｍ
に
わ
た

り
詰
ま
っ
て
い
た
土
砂
を

撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
市
内
で
は
こ
の
よ

う
な
住
宅
地
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

☆

☆

☆

☆

渡
良
瀬
川
源
流
部

荒
廃
地
に
森
林
を

栃
木
県
日
光
市(

旧
足

尾
町)

を
源
流
と
す
る
渡

良
瀬
川
。
群
馬
、
栃
木
、

茨
城
、
埼
玉
を
流
れ
利
根

川
に
合
流
し
ま
す
。

台
風
１
９
号
で
は
氾
濫

危
険
水
位
に
達
し
ま
し
た
。

源
流
部
は
明
治
時
代
か
ら

足
尾
銅
山
と
し
て
操
業
し

煙
害
に
よ
り
森
林
が
枯
れ

荒
廃
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
の
も
つ
保
水
機
能

が
低
い
た
め
、
大
雨
が
降

れ
ば
短
時
間
で
下
流
域
は

氾
濫
水
位
に
達
し
ま
す
。

こ
の
荒
廃
地
に
植
樹
を

し
て
森
林
を
蘇
ら
せ
る
取

り
組
み
が
国
、
県
、
そ
し

て
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

組
合
が
参
加
す
る
「
足

尾
に
緑
を
育
て
る
会
」
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

１
０
月
１
６
日
、
こ
の

日
は
植
樹
地
に
繁
殖
す
る

雑
草
を
取
る
作
業
で
し
た
。

煙
害
に
よ
り
土
壌
が
弱

い
う
え
に
、
鹿
な
ど
の
獣

害
も
あ
り
苗
木
を
植
え
て

も
成
木
に
す
る
に
は
大
変

な
人
手
が
か
か
り
ま
す
。

気
候
危
機
が
進
行
す
る

な
か
で
、
森
林
の
保
護
育

成
は
ま
っ
た
な
し
の
国
際

的
な
課
題
で
す
。

☆

☆

☆

☆

こ
の
源
流
部
で
は
建
設

労
働
者
が
極
め
て
危
険
な

砂
防
工
事
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
急
斜
面
の
崩
壊
地

に
特
殊
ワ
イ
ヤ
ー
で
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
を
搬
入
し
近
く

か
ら
無
線
で
操
縦
し
ま
す

(

左
写
真
マ
ル)

。

こ
の
よ
う
な
建
設
労
働

者
の
奮
闘
が
下
流
域
住
民

の
命
と
財
産
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

10/16 渡良瀬川源流松木沢の砂防工事

10/17さのボラと住民による側溝泥出し

９月末時点での県内感染者数。やはり県南４市が多い。


